
情報・知能１年微分積分 IA(田嶋)B(保倉)共通期末テスト問題 2005/07/29金 1限実施

各人に問題用紙A4１枚、答案用紙 B4１枚 (表裏使用)、計算用紙 B4１枚を配布する.

答案用紙B4１枚のみを提出し , 問題用紙と計算用紙は持ち帰れ.

1 次の関数 f(x) について, x = 0のまわりでテーラー展開せよ. ただし , n
を一般の正整数とし , xn−1の項までと剰余項の和で表せ. 剰余項の具体的な
表式を与える必要はなく, Rn 等と略記してよい (下記補足説明参照). また,
この問題に関しては, 　結果に到る導出過程を書いていない答案に対しても,
結果が正解ならば満点を与える. (各 10点× 3題)

(i) f(x) = ex

(ii) f(x) = log(1 + x)

(iii) f(x) = (1 + x)α 　（ただし , αは実数の定数とする）

2 次の問 (i)～(ii) に答えよ. 　ただし , 結果だけを書くのではなく、結果に
到る導出過程も必ず記せ.(各 10点× 2題)

(i) f(x) = sin x の漸近展開 (x → 0)を, x3の項まで書け.

(ii) e3x sin x の漸近展開 (x → 0)を, x3 の項まで書け.

3 2変数関数 f(x, y) = x sin(xy2) の偏導関数 fx, fxy, fyy を求めよ.(各 10点
× 3題)

4 z = f(x, y), x = r cos θ, y = r sin θ のとき, 次の問 (i)～(ii)に答えよ.(各
10点× 2題)

(i) zr, zθ を, zx, zy, r, θ を用いて表せ.

(ii) zx, zy を r, θ, zr, zθ を用いて表せ.（ヒント：(i)の結果を用いよ)

[補足説明]

1 の結果の記述の仕方：f(x) = 1
1+x
の場合は

f(x) =
n−1∑
k=0

(−1)kxk + Rn

または

f(x) = 1 − x + x2 − x3 + · · · + (−1)n−1xn−1 + Rn

と結果を記述できる. これらの記述で, Rn の代わりに o(xn−1) またはO(xn)
と書いてもよい.

2 の結果の記述の仕方：f(x) = 1
1+x
の場合は

f(x) = 1 − x + x2 − x3 + o(x3)

と結果を記述できる. この記述で, o(x3)の代わりに O(x4) と書いてもよい.
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1 (i)
10 点

1 (ii)
10 点

1 (iii)
10 点

2 (i)
10 点

2 (ii)
10 点

3 (fx)
10 点

3 (fxy)
10 点

3 (fyy)
10 点

4は裏面に解答せよ. 20 点
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